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法３４条１号社会福祉施設、医療施設の複合施設 法３４条１４号◎ 立地基準編第２章第 １節［審査基準 ２］（P13～P17）◎ 立地基準編第２章第１２節［審査基準 ２］提案基準１５（P79）提案基準２０（P86・P87）提案基準３６（P114・P115）提案基準３７（P116・P117）提案基準３８（P118・P119）社会福祉施設、医療施設を複合的に計画する場合は、次のいずれかに該当するものについて開発審査会に附議することとする。１ 新規立地の場合は、施設の病床数又は入所定員は合わせて原則２００未満であること。例１ 例２
合わせて200未満 合わせて200未満※1 医療施設とは、①医療法第１条の５第１項に規定する病院、②同条第２項に規定する診療所、③同法第２条第１項に規定する助産所のいずれかをいう。以下同じ。※2 社会福祉施設とは、①社会福祉法第２条に規定する社会福祉事業の用に供する施設又は更生保護事業法第２条第１項に規定する更生保護事業の用に供する施設、②老人福祉法第２９条第１項に規定する有料老人ホーム及び高齢者の居住の安定確保に関する法律第５条第１項に規定するサービス付き高齢者向け住宅、③介護保険法に規定する介護老人保健施設のいずれかをいう。以下同じ。２ 既存社会福祉施設に医療施設若しくは別用途の社会福祉施設を増築する場合、又は、既存医療施設に社会福祉施設を増築する場合は、既存施設の入所定員又は病床数にかかわらず、増築（用途を付加）する部分の入所定員又は病床数は、あわせて原則２００未満であること。例３ 例４
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３ 既存社会福祉施設の全部若しくは一部を医療施設又は別用途の社会福祉施設に用途変更する、又は、既存医療施設の全部若しくは一部を社会福祉施設に用途変更する場合は、既存施設の入所定員又は病床数にかかわらず、変更する部分の入所定員又は病床数は、原則２００未満であること。この場合、既存敷地内における既存建築物での公共公益施設の用途変更であり、周辺の市街地に対する影響はあまり変わらないことから、開発審査会事後報告とする。例５ 例６
200未満４ 既存施設の敷地増を伴い、既存社会福祉施設の全部若しくは一部を医療施設又は別用途の社会福祉施設に用途変更し、増築を行う場合、又は、既存医療施設の全部若しくは一部を社会福祉施設に用途変更し、増築を行う場合は、既存施設の入所定員又は病床数にかかわらず、変更する部分の入所定員又は病床数は、あわせて原則２００未満であること。 例７ 合わせて200未満← 敷地増 →
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